












要約:肥満児教室などのような介入を、どの時期に行えば最も効果的な肥満予防対策がで

きるか推測するために、旭川市内の健康小児を対象とした肥満度の前方視的な追跡調査を

計画した。3 歳児健診を受けた児を対象とし、小学校 1 年時になったときの肥満度推移を

調査した。対応する結果が得られた者が 1840 人(男児 938 人、女児 902 人)あった。3 歳

の時に比べ、小学校1年時には肥満児の割合の増加がみられたが、その内訳をみると 3歳

の時からずっと肥満であり続けた者に加え、新たに肥満してきた者が加わっていることが

わかった。この結果は 3歳児健診後から就学前までに介入することが必要であることを示

唆する。さらに、乳児期まで遡った調査、および、今後の経年追跡調査の必要性も示唆す

るものである。


